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平成２７年９月関東・東北豪雨により、全国各地において浸水被害等が発生し、渡良瀬川の

隣の流域である鬼怒川においても堤防が決壊して甚大な被害が生じました。

近年は、雨の降り方が局地化、集中化、激甚化しており、全国のどこでも同様の豪雨災害が

発生してもおかしくないとの認識のもと、「避難を促す緊急行動」として、市町村長や地域住

民を支援するための緊急行動を実施することとなりました。

平成２７年１０月２２日に実施した沿川自治体の水防関係担当者へ対する説明会を皮切りに、

１０月下旬から１１月上旬にかけては各首長へ９月関東・東北豪雨の概要、避難のためのタイ

ムラインの整備、出水時に自治体が行うべき事項を整理した水害対応チェックリストの作成等

について説明を行いました。

また、１１月中には桐生市及び足利市における洪水のリスクが高い区間について、地元自治

会を含めた「共同点検」を実施する予定です。

平成２７年９月関東・東北豪雨を受けた
「避難を促す緊急行動」の実施について

【足利市で実施した説明会の状況】

（担当：調査課）








